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建設キャリアアップシステムの活用について 

 

１．モデル工事の実施 

国土交通省直轄工事（官庁営繕関係及び港湾空港関係を除く。）のうち、 

一般土木工事の予定価格が２億９千万円以上、舗装工事の１億３千万円以

上の工事については、原則として、全ての工事においてモデル工事を実施。 

 

 

２．発注方式 

（１）ＣＣＵＳ義務化モデル工事（ＷＴＯ対象工事） 

発注者が、ＣＣＵＳを活用することを指定する方式であり、ＣＣＵＳ活用

目標の達成状況に応じて工事成績評定で加点又は減点を行う試行工事 

→ 目標基準達成で加点（最大 2点）、最低基準未達で減点（▲1点） 

 

（２）ＣＣＵＳ活用推奨モデル工事（上記以外の一般土木工事及び舗装工事） 

受注者が、工事着手前に、発注者に対してＣＣＵＳを活用することを協議

したうえで取り組む方式であり、ＣＣＵＳ活用目標の達成状況に応じて工

事成績評定で加点を行う試行工事 

→ 目標基準達成で加点（最大 2点） 

 

指標 最低基準 目標基準 

平均登録事業者率 ７０％ ９０％ 

平均登録技能者率 ６０％ ８０％ 

平均就業履歴蓄積率 ３０％ ５０％ 

 

 

３．ＣＣＵＳ現場利用料等について 

ＣＣＵＳ活用に要するカードリーダー設置費（上限：Windows 1 万円/台、 

iOS 3 万円/台）及び現場利用料について、実績に基づき設計変更で計上。 

 

 

４．適用時期について 

・令和２年度から国交省直轄工事で試行開始。 

・令和４年７月１日以降に入札公告等を行う一般土木工事（予定価格２．５億 

円以上）より原則対象として拡大。 

・令和５年４月１日以降に入札公告を行う工事より舗装工事の１億２千万円

以上の工事も対象。 

  ・令和７年４月１日以降に入札公告を行う工事より、一般土木工事の予定価格

が２億９千万円以上、舗装工事の１億３千万円以上の工事に変更。 

令和８年８月２５日 

北海道開発局技術管理課 

資料４ 





令和８年度 建設キャリアアップシステム活用モデル工事の取組について
建設部建設政策局建設管理課

１．対象工事範囲について
現⾏、予定価格７千万円以上の⼀般⼟⽊工事、５千万円以上の舗装工事を対象としていたが、
原則、予定価格１千万円以上の全ての工事 を対象とする。（※）

⼀般⼟⽊工事
舗装工事
その他工事
■︓現在の対象範囲　　　■︓新たに追加となる範囲

1000 5000 7000

活用モデル工事の対象範囲
予定価格（万円）

※⼀般競争入札（WTO案件）、緊急工事、発注者がCCUSを活用出来ないと判断する工事などを除く
※空港整備事業・災害復旧事業を除く

２．費用の計上について
当初から経費の積算を⾏い、⽀出実績に基づき設計変更を⾏うのは従前どおり。
ただし、簡素化を図るため現場利用料（カードタッチ費用）の算出にあたり、
・ 積算システムに現場利用料（カードタッチ費用）の単価（9.09円/⼈・⽇︓税抜）を設定する。
・ 当初設計において、対象⽇数等の計算を⾏うことなく 500⼈・⽇と計上して差し⽀えないものとする。

３．施⾏成績評定について
内容を変更し、取組の推進と受発注者における作業の省⼒化を両⽴、より効果的な取組を目指す。

○現場利用料算出の考え⽅ ※カードリーダー・入退場管理サービス費用の算出は従前どおり

【当初】　工期から準備期間、不稼働⽇及び後⽚付けを除いた期間を対象期間とし、 【当初】　積算システム内に、現場利用料単価を設定する。

　　　　　＜例＞
数量 単位 単価 ⾦額
500 人・日 9.09 4,545

　　　　　↑ ↑　積算システムに単価を設定　
数量 単位 単価 ⾦額 員数算出せず、⼀律500人・日としてよい

1 式 4,818 4,818
↑　上記＜例＞を⼿計算で算出 【変更】　受注者提出の就業日数実績資料に基づき設計変更を⾏う

　　　　　＜例＞　・受注者提出の就業日数実績資料︓525人・日
【変更】　受注者提出の⽀払実績資料に基づき税抜価格を算出し設計変更を⾏う 数量 単位 単価 ⾦額
　　　　　＜例＞　・受注者提出の⽀払実績資料︓現場利用料　5,410円 525 人・日 9.09 4,772
　　　　　 ・変更現場利用料 ＝ 5,410 ／ 1.1 ＝ 4,918円（税抜価格） 　　　　↑　受注者提出の就業日数実績を⼊⼒

数量 単位 単価 ⾦額
1 式 4,918 4,918 　※計算の⼿間を省略

↑　上記＜例＞を⼿計算で算出 　※応札予定者⾒積用に別途⾦額を明⽰する⼿間を省略

              工期  　準備 　 後⽚付　　  　⾬休率

＜従前＞ ＜今後＞

　　　　　従前の算出をすることなく、⼀律500人・日として差し⽀えない
　　　　　（10円/人・日　／　1.1　＝　9.09円/人・日（税抜単価））

　　　　　　5,300円 ／ 1.1 ＝ 4,818円（税抜価格）
　　　　　・当初現場利用料 ＝ 106 × 50% × 10⼈ × 10円 ＝ 5,300円
　　　　　・当初対象期間 ＝ ( 250 - 40 - 25 ) ／ 1.75 ＝ 106 ⽇

　　　　　 当初現場利用料＝対象期間×50%×10⼈×10円（税込）として算出

旧基準 新基準
⼀般⼟⽊工事 1,199 529 1,056
舗装工事 329 21 297
その他工事 297 0 137
合計 1,825 550 1,490

参考）令和７年度発注工事数

全工事
対象工事数

当初 今後 受注者提出資料 発注者確認事項 考え方
事業者登録
（元請のみ） 廃止 就業履歴⽉別カレン

ダーなど 事業者の登録状況

登録事業者率（施工体制登
録事業者数/元請・下請全て
の事業者数）≧65%

施工体制体系図
施工体制登録事業者
⼀覧

当該工事に登録を⾏っ
た事業者数の割合

② 管理者ID
（現場管理者）登録 廃止 就業履歴⽉別カレン

ダーなど
現場管理者の登録状
況

工事登録時に入⼒が必須であるた
め、設計変更の数量根拠資料が提出
された時点で確認できるため廃止

③ 技能者の就業履歴蓄積
（50%以上） 廃止 就業履歴⽉別カレン

ダーなど
対象期間に占める就業
履歴蓄積⽇数の割合

蓄積⽇数の算出に⼿間がかかっていた
ことや、①で登録事業者65%が達成
出来れば、本項目の達成が期待でき
ることから廃止。

④ アンケート提出 アンケート提出 アンケート アンケート提出の有無 取組推進に資するため継続

① CCUSの取組推進のため、元請だけで
はなく下請事業者も対象とした

令和8年4⽉1⽇以降公告の工事から適用
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４．適正な運用に向けた取組
受注者は、技能者の就業履歴について、毎⽉、「就業履歴⼀覧（⽉別カレンダー）」等を用いて就業履歴
情報の蓄積状況を確認し、その結果をもとに、毎⽉開催する災害防止協議会等において、下請事業者に
対し、CCUSの適切な運用及び意識啓発をはかる。

現場
未登録

1 2 31

加入状況 加入状況

元請

承認済
（計上）

元請
未承認

（非計

上）

（非計上） 日 月 火

計上 1 － － － － －

非計上 － 0 0 － － －

計上 1 － － － IC －

非計上 － 0 0 － － －

計上 3 － － － － －

非計上 － 0 0 － － －

計上 1 － － － － －

非計上 － 0 0 － － －

計上 5 － － － IC －

非計上 － 0 0 － － －

計上 2 － － － － －

非計上 － 0 0 － － －

計上 4 － － － － －

非計上 － 0 0 － － －

計上 6 － － － IC IC

非計上 － 0 0 － － －

計上 5 － － － － －

非計上 － 0 0 － － －

集計 28 0 0 0 3 1

所属事業者 技能者ID

中小企業退

職金共済制
度

技能者名技能者ID

中小企業退

職金共済制
度

無
○○○○

○

（株）○

○○○
◇◇ ◇◇

法人・個人
区分

事業者名

現場

有害物の取

り扱いの有

無

元請事業者

現場名現場ID事業者名事業者ID事業者ID

○○○○○ （株）○○○○ 法人 無 ○○○○○ ○○　○○

無
○○○○

○

（株）○

○○○

－

職種 立場

○○／○○の登録※２

計上・非計上

現場
登録済

就業履歴数※１

○○○○○ （株）○○○○ 法人 無 □□□□□ □□　□□ ◇◇ ◇◇ －

作業内容

就業履歴     

就業内容

◇◇無 △△△△△ △△　△△ 無○○○○○ （株）○○○○ 法人

－ － －

－

□□□□□ □□□□（株） 法人 有 ◇◇◇◇◇ ◇◇　◇◇ 有
○○○○

○

（株）○

○○○
◇◇ ◇◇

○○○○
○

（株）○
○○○

◇◇

軽作業員・

軽作業員

－ － － － ※※※※※ ※※　※※ 無
○○○○

○

（株）○

○○○
◇◇ －

－ ＃＃＃＃＃ ＃＃　＃＃ ◇◇ ◇◇ －無
○○○○

○

（株）○

○○○

◇◇☆☆☆☆☆ ☆☆　☆☆ 無

◇◇

□□□□□ □□□□（株） 法人 有 ◎◎◎◎◎ ◎◎　◎◎ 有
○○○○

○
（株）○
○○○

◇◇

－ － － －
○○○○

○
（株）○
○○○

◇◇

有 ▽▽▽▽▽ ▽▽　▽▽ 有□□□□□ □□□□（株） 法人 － －
軽作業員・
軽作業員

○○○○
○

（株）○
○○○

◇◇ ◇◇

◇◇
土木一般世
話役・土木

一般世話役

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

施工体制技術者（作業員名簿）登録が
⾏われていない
（または、技能者事前登録時に、所属
事業所の登録をしていない）

施工体制技術者登録で職種の登録が⾏われていない

施⾏体制技術者登録で⽴場の登録が⾏われていない
（全員記載になることはないが、各社１名以上いるはず）

二次下請（事業者情報事前登録）

技能者（技能者情報事前登録）

技能者（技能者情報事前登録）

技能者（技能者情報事前登録）

元請業者（事業者情報事前登録）

⼀次下請（事業者情報事前登録）

① 工事情報・施工体制登録 ② 施工体制技術者（作業員名簿）登録

③ ②の登録時に職種・⽴場を必ず入⼒

■CCUSにおける施工体制・施工体制技術者登録

■就業履歴⼀覧（⽉別カレンダー）での就業履歴情報の蓄積状況の確認

■有効就業履歴率算定ツールの活用
（⼀財）建設業振興基⾦では、「有効就業履歴率算定ツールをリリース」（R8.6〜）
カードタッチした履歴のうち、有効な就業履歴（事業者名・職種が空欄ではないもの）となっている割合
が算定できるため、各社の登録状況が把握できる。

これらが空欄の場合、能⼒評価を申請しても、レベルアップに結びつかないため、修正が必要
（カードタッチ後２ヶ⽉間ならデータ修正可能）


